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 号
  
頁
観心寺如意輪観音像
　再考
 
佐
　
藤
　
全
　
敏
  
四一三
 
一
近代における仏教界と仏画の制作
 
崔
　　　　　
燁
  
四一三
 
一九
 
 
日比野民蓉訳
毛利博物館所蔵の韓国遺物を通してみた
 
李
　　
相
　　
男
  
四一五
 
一四五
朝鮮王朝初期物質文化の交流
 
 
安在媛訳
　
︱︱大内氏と毛利氏を中心に︱︱
国際シンポジウム「 「かたち」再考
 
山
　
梨
　
絵美子
  
四一五
 
一六五
　
︱︱開かれた語りのために」を踏まえて
　
ビエンナーレの「かたち」
 
藤
　
川
　　　
哲
  
四一五
 
一六六
　　
︱︱かたち＝ビルト、かたち＝イマージュ︱︱
　「かたち」をめぐる日本美術史の可能性
 
佐
　
藤
　
直
　
樹
  
四一五
 
一七六
　　
︱︱西洋美術史からの視点︱︱
　
東京国立博物館蔵国宝・普賢菩薩像の表現
 
小
　
林
　
達
　
朗
  
四一六
 
一
および平安仏画における「荘厳」八～十一世紀における花鳥画の変
 
陳
　　
韻
　　
如
  
四一七
 
七九
 
 
都甲さやか訳
中世真宗の「 流相承系図」をめぐって
 
津
　
田
　
徹
　
英
  
四一八
 
二〇三
　
︱︱京都・長性院本ならびに広島・光照寺本の熟覧を通じて︱︱
 
 
清代晩期官僚の日常生活における書法
 
白
　　
謙
　　
慎
  
四一八
 
二四〇
 
 
徳泉さち訳
　　　
研
 究
 ノ
 ー
 ト
 
津
　
田
　
徹
　
英
ウェブ版『みづゑ』の研究
 
 丸
　
川
　
雄
　
三
　
︱︱美術資料のデジタル公開と
 
中
　
村
　
佳
　
史
  
四一四
 
七一
　　　
美術アーカイブズへの展望︱︱
 
吉
　
崎
　
真
　
弓
 
橘
　
川
　
英
　
規
アート・アーカイヴの諸相
 
橘
　
川
　
英
　
規
  
四一五
 
一八七
　
美術アーカイヴのなかの美術史
 
加治屋
　
健
　
司
  
四一五
 
一八八
　
アーカイヴと前衛
 
上
　
崎
　　　
千
  
四一五
 
一九一
　　
︱︱表現の非永続性（
ephem
erality ）と資料体︱︱
　
画家中村宏氏作成ノートに残された記録と資料
 
橘
　
川
　
英
　
規
  
四一五
 
一九六
　　
︱︱東京芸術柱展、観光芸術研究所を中心に︱︱
 
加治屋
　
健
　
司
　
ディスカッション（誌上再録）
 
上
　
崎
　　　
千
  
四一五
 
二〇一
 
橘
　
川
　
英
　
規
南蛮漆器書見台編年試論
 
小
　
林
　
公
　
治
  
四一七
 
一二一
赤瀬川原平と《山手線事件》
 
河
　
合
　
大
　
介
  
四一八
 
二七〇
　
︱︱〈匿名性〉を手がかりとして︱︱
　　
展
　
覧
　
会
　
評
二〇一三年開催の南蛮漆器に関係する展覧会から
 
小
　
林
　
公
　
治
  
四一三
 
四三
　
︱︱
Lacas N
am
ban
展（マドリード）と
　　
「伊達政宗の夢」展（仙台）︱︱
戦後七十年をめぐる展覧会
 
田
　
中
　　　
淳
  
四一七
 
一四三
　
戦後七十年をめぐる展覧会
 
澤
　
田
　
佳
　
三
  
四一七
 
一四五
　　
︱︱戦前と戦後という時代認識から見えるもの︱︱
　
歴史をつくる学芸員の眼
 
田
　
中
　　　
淳
  
四一七
 
一五一
　　　
研
　
究
　
資
　
料
新出資料紹介『第八回白馬会展覧会出品目録』
 
植
　
野
　
健
　
造
  
四一三
 
五二
滋賀・菅山寺蔵
　
十一面観音菩薩立像
 
津
　
田
　
徹
　
英
  
四一四
 
八九
続稀蹟雑纂
 
綿
　
田
　　　
稔
　
︱︱ポートランド美術館所蔵作品簡解（一）
 
江
　
村
　
知
　
子
  
四一四
 
九七
 
土
　
屋
　
貴
　
裕
美
　
術
　
研
　
究
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九五
画伝幼学
　
絵具彩色独稽古（天保五年）
 
染
　
谷
　
香
　
理
  
四一四
 
一〇五
黒田清輝宛外国人留学生書簡
　
影印・翻刻・解題
 
吉
　
田
　
千鶴子
  
四一四
 
一二八
続稀蹟雑纂
 
江
　
村
　
知
　
子
  
四一五
 
二一一
　
︱︱ポートランド美術館所蔵作品簡解（二）︱︱
藤島武二による
 
児
　
島
　　　
薫
  
四一五
 
二一七
黒田清輝、久米桂一郎 書簡について（一）　
︱︱津時代の動静を中心に︱︱
黒田清輝、久米桂一郎宛
 藤島武二書簡（一）
 
児
　
島
　　　
薫
  
四一五
 
二二一
藤島武二による
 
児
　
島
　　　
薫
  
四一六
 
一六
黒田清輝、久米桂一郎宛書簡について（二）　
︱︱東京美術学校西洋画科揺籃期︱︱
黒田清輝、久米桂一郎宛
 藤島武二書簡（二）
 
児
　
島
　　　
薫
  
四一六
 
一七
「新海竹太郎資料」について
 
田
　
中
　
修
　
二
  
四一六
 
四九
藤島武二による
 
児
　
島
　　　
薫
  
四一七
 
一五六
黒田清輝、久米桂一郎宛書簡 ついて（三）　
︱︱留学前後の動静を中心に︱︱
黒田清輝、久米桂一郎宛
 藤島武二書簡（三）
 
児
　
島
　　　
薫
  
四一七
 
一六四
黒田清輝、久米桂一郎宛
 藤島武二書簡（三）承前
 
児
　
島
　　　
薫
  
四一八
 
二八三
　　　
企
　画
　情
　報
　部
　報
異動（平成二十六年四月一日付を含む）
 
 
 
四一三
 
六九
オープンレクチャー（平成二十五年度）
 
 
 
四一三
 
六九
黒田清輝共催展（平成二十五年度）
 
 
 
四一三
 
六九
国際研究集会のための事前・事後の協議・研究会等（平成二十五年度）
 
 
四一三
 
六九
国際研究集会（平成二十五年度）
 
 
 
四一三
 
六九
研究会（平成二十五年度）
 
 
 
四一三
 
七〇
刊行物（平成二十五年度）
 
 
 
四一三
 
七〇
異動（平成二十七年四月一日付を含む）
 
 
 
四一六
 
七六
オープンレクチャー（平成二十六年度）
 
 
 
四一六
 
七六
黒田清輝共催展（平成二十六年度）
 
 
 
四一六
 
七六
黒田記念館
 
 
 
四一六
 
七六
研究会（平成二十六年度）
 
 
 
四一六
 
七六
刊行物（平成二十六年度）
 
 
 
四一六
 
七七
　　　
図
　　　　　
版
（◎カラー
　
＊モノクロ）
◎如意輪観音像
　　　　　　　　　　　　　　　
大阪
　
観
　　
心
　　
寺蔵
 
四一三
◎十一面観音菩薩立像
　
正面
　　　　　　　　　
滋賀
　
菅
　　
山
　　
寺蔵
 
四一四
＊同
　　　　　　　　　
同
　
Ｘ線透過画像
　　　　　　　
同
  
 
四一四
◎同
　　　　　　　　　
左側面
　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一四
＊同
　　　
同
　
Ｘ線透過画像
　　　
同
　　　　　
  
四一四
◎東北院職人歌合絵
　
断簡
　　　　　　
　
アメリカ
　
ポートランド美術館蔵
 
四一四
◎花鳥図屛風
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一四
◎南蛮屛風
　
左隻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一四
◎同
　　　　
右隻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一四
◎源氏物語図
　　　
同
  
 
四一四
◎厳島・近江名所図屛風
　
左隻
　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一四
◎同
　　　　　　　　　　
右隻
　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一四
◎山水図
　
秋景
　
伝米友仁筆
　　　　　　　　　
　山口
　
毛
　利
　博
　物
　館蔵
 
四一五
◎花鳥図（二幅のうち）
　　　　　　　　　　　　　　　
　同
  
 
四一五
◎粉青沙器印花文皿
　
銘「礼賓」
　　　　　　　　　　　
　同
  
 
四一五
◎大井戸茶碗
　
銘「常磐」
　　　　　　　　　　　　　　
　同
  
 
四一五
◎唐子遊図屛風
　
狩野春湖筆
　
右隻
　　
　
アメリカ
　
ポートランド美術館蔵
 
四一五
◎同
　　　　　　　　　
左隻
　　　　　　　　　　
同
  
 
四一五
◎秋野に鹿図屛風
　
右隻
　　　　　　　　　　　　 　　
同
  
 
四一五
◎同
　　　
左隻
　　　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一五
◎鯉・鮒・亀図屛風
　
円山応挙筆
　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一五
◎草花図小襖
　
鈴木其一筆（一）
　　　　　　　　　　　
　同
  
 
四一五
◎同
　　　　　　　　
　（二）
　　　　　　　　　　　
　同
  
 
四一五
◎美人図
　
歌川豊春筆
　　　　　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一五
◎マーベ・ベートニコ《ムゼウムゼウ》
　　
　
第二七回サンパウロ・ビエンナーレ
 
 
 
 
四一五
◎同
　
部分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一五
◎普賢菩薩像
　
全図
　　　　　　　　　　　 　　　
　
東京国立博物館蔵
 
四一六
◎同
　　　 　
部分
　
華蓋
　　　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一六
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九六
◎同
　　　　　
同
　　
虚空地の群青
　　　 　　　　　　
同
  
 
四一六
◎同
　　　　　
同
　　
菩薩右目周辺の暈
　　　　 　　　
同
  
 
四一六
◎同
　　　
同
　　
朱の裳の暈
　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一六
◎同
　　　
同
　　
左掌外輪郭線上の白 賦彩
　　　　
同
  
 
四一六
◎同
　　　
同
　　
左腕釧飾り
　　　
同
  
 
四一六
◎同
　　　
同
　　
髪際の賦彩
　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一六
◎同
　　　
同
　　
白象下鞍敷橙色地七宝文の凹線
　　
同
  
 
四一六
◎同
　　　
同
　　
白象尻繋後尾杏葉状飾り金箔と
　　　　　　　　　　
賦彩
　　　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一六
◎同
　　　
同
　　
白象尻繋截金格子文への暗色
　　　
帯の賦彩
　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一六
◎同
　　　
同
　　
蓮台下敷茄子
　　　　　　　　　　
同
  
 
四一六
◎同
　　　　　
同
　　
敷茄子下反花
　　　　　　　　　　
同
  
 
四一六
◎同
　　　
同
　　
三化人の下の截金
　　　　　　　　
同
  
 
四一六
◎崔白《双喜図》
　　　　　　　　　　　　　　
　
台北
　
國立故宮博物院蔵
 
四一七
◎秋草蒔絵螺鈿書見台
　
正面
　　　
　
ポルトガル
　
ポルト・サント博物館蔵
 
四一七
◎同
　　　　　　
裏面
　　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一七
◎一流相承系図
　
部分
　
鶴女（左） 、法道（右）
　
　京都
　
長
　　
性
　　
院蔵
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
若御前
　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　　　　
部分
　
性□
　　　　　　 　　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
空信
　　　　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
妙性
　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
随心
　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
法圓
　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
性観
　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
性意
　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
性實
　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
寂性
　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
性□
　　　
同
  
 
四一八
◎一流相承系図
　
部分
　
第三紙ならびに第四紙
　
   広島
　
光
　　
照
　　
寺蔵
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
第四紙ならびに第五紙
　　 　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　　　　
部分
　
良誓
　　　　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
尼妙圓
　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　　　　
部分
　
良圓
　　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　　　　
部分
　
西圓
　　　　　　　　　　　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
重圓
　　　
同
  
 
四一八
◎同
　　　
部分
　
性明
　　　
同
  
 
四一八
◎楷書七言聯
　
曽紀沢
　　　 　　 　　　　　
　台北
　
國立故宮博物院蔵
 
四一八
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